
【全数把握対象疾患】

類型 年齢群 性別

五類 70歳以上 女

五類 5歳未満 女

五類 10歳代 男

五類 10歳代 男

【定点把握対象疾患】

【急性呼吸器感染症（ARI）定点把握疾患及び小児科定点把握疾患】

報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当

県全体 43 0.96 59 1.31 11 0.44 7 0.28 49 1.96 291 11.64

北毛 - - 15 2.50 - - 2 0.67 - - 8 2.67

報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当

県全体 20 0.80 1 0.04 109 4.36 14 0.56 - - 3 0.12

北毛 1 0.33 - - 3 1.00 1 0.33 - - - -

【眼科定点把握疾患】

報告数 定当 報告数 定当 報告数 定当

県全体 3,887 86.38 県全体 - - 11 0.79

北毛 241 40.17 北毛 - - - -

◆凡例 定当 ： 定点当たり報告数（人） ： 警報レベル

- ： 報告なし ： 注意報レベル 発行：利根沼田保健福祉事務所　保健課保健係

　　　TEL：0278-23-2185

★医療機関や施設等で感染症の集団発生や食中毒を疑う事例があった場合には保健所にご連絡ください。

疾患名 備考

◆群馬県で伝染性紅斑の警報が発令されています。

　伝染性紅斑とは両頬に赤い発しん（紅斑）が出ることから「リンゴ病」とも呼ばれる感染症です。妊娠中に感染した場合、

まれに胎児の異常や流産が生じることがあります。妊娠中あるいは妊娠の可能性がある女性は、できるだけ患者との接触を避

けるよう注意が必要です。原因となるウイルスはアルコールが効きにくいため、咳エチケットを心がけ、石けんと流水による

手洗いをしましょう。

利根沼田地域感染症発生動向調査情報（週報）
2025年第17週（2025年4月21日～2025年4月27日）

◆新型コロナウイルス感染症に引き続き注意しましょう。

　マスクの着用やこまめな手洗い・手指消毒などの感染対策が有効です。施設等では集団発生が起こる可能性があります。感

染対策が徹底されているか、再度の確認をお願いします。

◆利根沼田地域で百日咳の報告が３件ありました。

　百日咳は百日咳菌による感染症で、患者の咳やくしゃみなどのしぶきによって感染します。予防方法として、予防接種やマ

スクの着用、こまめな手洗い・手指消毒などが有効です。現在、全国的に百日咳が流行しています。咳症状が見られる場合に

は早めに医療機関を受診しましょう。

◆利根沼田地域で侵襲性肺炎球菌感染症の報告がありました。

　侵襲性肺炎球菌感染症は肺炎球菌という細菌による、小児および高齢者を中心に報告される感染症です。感染予防としては

予防接種が有効です。小児及び高齢者は定期接種として接種ができるので、対象者は忘れずに接種しましょう。

百日咳 検体からの病原体遺伝子の検出（PCR法）

侵襲性肺炎球菌感染症 菌検出検体：血液、血清型：未実施

百日咳 検体からの病原体遺伝子の検出（PCR法）

百日咳 検体からの病原体抗原の検出（イムノクロマト法）

疾患名
インフルエンザ 新型コロナウイルス感染症 ＲＳウイルス感染症 咽頭結膜熱 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 感染性胃腸炎

疾患名
水痘 手足口病 伝染性紅斑 突発性発しん ヘルパンギーナ 流行性耳下腺炎

疾患名
急性呼吸器感染症 流行性角結膜炎

疾患名
急性出血性結膜炎
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警報値（基準値：2）
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